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㈱オシンテック

ポストコロナ・スタートアップ
支援事業を活用して 社長

小田 真人

●地方発の世界モデルを確立できた
●海外展開の足掛かりをつかめた
●県のネットワークを有効活用できた

世界の政策を整理し可視化
企業のインテリジェンス経営を後押し

神戸市

自宅でリモートワークをすることも

ルール作りから参加できるように
　同社の小田真人社長はIT企業の社員としてシンガポー
ルに駐在していた時、「決められたルールの下で事業の
土俵にも上がらせてもらえない日本企業のルール形成
力の弱さ」を痛感しました。そこで「ルール作りのため
のロビー活動から参加できるように」と考え、リサー
チャー向けの情報可視化システム「RuleWatcher」の開
発を着想。2018年に創業します。
　RuleWatcherは政策形成や事業遂行に必要な情報が
的確に集められるよう、各国政府や国連関係機関、NGO
等が環境に関して発信する1次情報だけを自動収集した
上で、自動翻訳機能やAIを活用して情報の整理、分類を
行い、世界各国の政策動向を可視化します。「リアルタイ
ムに情報を収集できる手法を提供することで、インテリ
ジェンスの形成に役立てたい」と小田社長。中央省庁や
大手企業で採用が進んでいます。

世界のルールをみんなの手で
　2020年6月にサービスの提供を開始し、海外へ展開し
ようと考えていた時に、ポストコロナ・スタートアップ

支援事業（現ポストコロナ・チャレンジ支援事業）を知り
ました。「地方から直接、世界を目指すモデルを示すのに
良いステージだと感じました」と応募の動機を語ります。

「プレゼンで、ポストコロナにおける“世界の情報が集ま
る、インテリジェンスの港町神戸”というコンセプトが固
まり、神戸・兵庫から“インテリジェンス経営”という経営
フレームワークを広めていこうと決断できました」
　助成金を活用して「環境」に加え「技術トレンド」も
テーマとし、水素、ハイテク農業などの最先端技術や、バ
イオマス発電、廃棄物処理など脱炭素関連における日本
企業の海外展開に必要な情報の充実を図りました。「県
のバックアップのおかげで、企業に対し戦略立案におけ
るDXの重要性について理解してもらえるきっかけにな
りました」と話します。
　小田社長は「RuleWatcherはそれだけで使いこなす
のは難しく、国際動向を読む上で押さえておくべき前提
となる背景情報が必要です」とも語ります。そこで、同社
では政策動向をしっかり把握した上で自社の事業機会に
つなげる「インテリジェンス経営」というフレームワー
クを習得して、修了生が事業を構想できるよう、ハンズ
オン型で企業研修や個人向けのオンラインコースを実施

制度利用の流れ
2022年7月 9～10月 23年1月 2月
当センターへ
申請する

ヒアリング審査会、公開審査会
を経て助成事業に採択される

事業完了後、実績
報告書を提出する

助成金が支給
される
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「RuleWatcher」は人物や組織の相関図も表示できます 用途によって複数のパソコンを使い分けています

しています。
　「世界のルールをみんなの手で」をビジョンに掲げる
同社。企業の中にインテリジェンス部門が立ち上がる未
来、ひいては一人一人の市民が政策形成に関われる民主
主義の実現を目指しています。
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神戸市中央区浪花町56 起業プラザひょうご内
Ｈ https://www.osintech.net
●代表取締役社長／小田真人
●事業内容／政策形成や事業構想に関わる情報の提供

自 費 出 版
見  積  り  無  料

まずは電話かメールでお問合せください

TEL.078-362-7140
jihishuppan-kpc@kobe-np.co.jp
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こちらから
▼

株式会社 神戸新聞総合印刷

ポストコロナ・チャレンジ
支援事業

ポストコロナ社会における課題解決に向け、革新的
な発想や技術を生かしたビジネスプランで起業、新
規事業を図る中小企業を支援します。

•�起業や事業拡大、研究開発にかかる経費について助成
を受けられます
•�DemoDayでの発表を通して資金調達や業務提携先
確保につながります

問ひょうご産業活性化センター新事業課
Ｔ 078-977-9072
制度の詳細についてはホームページをご覧ください

【助成率】1/2以内
【助成限度額】起業・事業拡大、研究開発に要する経費＝
200万円 ※空き家を活用する場合は別途100万円

利用メリット


